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町
長

姉
妹
都
市
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
か
ら
英
語

指
導
助
手
と
し
て
、
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
さ
ん
は

こ
の
４
月
に
着
任
、
カ
サ
ン
ド
ラ
さ
ん
は
２

年
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
達
の
印

象
は
ど
う
で
す
か
。

サ
ミ
ュ
エ
ル

以
前
に

日
本
で
生
活
し
て
い
た

経
験
も
あ
り
、
戸
惑
い
は
比
較
的
少
な
く
感

じ
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
、
真
剣
に
授
業
に
向
き
合
う
、
ま
じ

め
な
生
徒
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
で
す
。
ま
た
、

皆
さ
ん
の
お
陰
で
早
く
学
校
に
も
慣
れ
、
多

く
の
友
人
に
も
恵
ま
れ
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
て
い
ま
す
。

カ
サ
ン
ド
ラ

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど
を
考
え
な
が

ら
授
業
に
向
き
合
っ
て
お
り
、
英
語
以
外
の

こ
と
も
授
業
で
教
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
生
徒
達
は
か
わ
い
い
し
大
好
き
で
す
。

素
直
で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
の
で
毎

日
の
授
業
が
非
常
に
楽
し
く
、
学
校
で
の
授

業
が
一
つ
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長

楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
は
、
す

ば
ら
し
く
、
楽
し
く
行
う
こ
と
で
会
話
や
あ

い
さ
つ
が
増
え
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
育

く
ま
れ
ま
す
。
学
校

で
の
あ
い
さ
つ
は
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
生
徒
達
へ
の
あ
い
さ
つ
は
、
日
本

語
・
英
語
ど
ち
ら
で
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
カ
サ
ン
ド
ラ

ハ
ロ
ー
！
こ

ん
に
ち
は
！
と
場
面
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
言

い
方
を
し
て
い
ま
す
。
生
徒
達
と
も
笑
顔
で

楽
し
く
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

町
長

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
異
な
っ
た
環

境
の
中
で
苦
労
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生

徒
達
の
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
真
田
町
長
と
生
徒
達
の
印
象
を

語
る
カ
サ
ン
ド
ラ
さ
ん
（
右
）
と

サ
ミ
ュ
エ
ル
さ
ん
（
左
）

町
立
中
学
校
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）

真田町長が訪ねた真田町長が訪ねた 真田町長が訪ねた 21
世
紀
の
主
役
た
ち

世
紀
の
主
役
た
ち 

21
世
紀
の
主
役
た
ち 

学
校
で
の
授
業
が
楽
し
み

中
学
校
の
英
語
指
導
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
カ
サ
ン
ド
ラ
・
リ
ー
ク
さ
ん
と
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
さ
ん
を
訪
ね
、
学
校

で
の
生
活
や
授
業
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

星野
ほしの

智彦
ともひこ

ちゃん
1歳4カ月（白金）

いつもニコニコ顔の智彦
くん。いつまでも笑顔いっ
ぱいニコニコ顔で大きくな
ってね。
父　勝彦・母　千佳子さん

長谷川
はせがわ

玲奈
れな

ちゃん
1歳6カ月（つつじが丘）

お兄ちゃん達のマネを
して３人で仲良くあそ
び、たくましく育ってる
元気な女の子です。
父　宗樹・母　宏美さん

皆
さ
ん
の
大
切
な
土
地
は
、

「
こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
」
と
は

っ
き
り
し
て
い
ま
す
か
。
境
界

に
つ
い
て
、
お
隣
り
と
確
認
し

合
っ
て
ま
す
か
。
ま
た
、
建
物

が
建
っ
て
い
る
の
に
土
地
登
記

簿
が
、
田
や
畑
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
平
成
12
年
度
よ
り
山

林
を
除
く
地
目
に
つ
い
て
、
地

籍
調
査
事
業
を
進
め
て
お
り
、

昨
年
度
ま
で
に
14
地
区
の
調
査

を
終
え
、
本
年
度
は
笹
尾
地
区

の
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

今
後
、
計
画
的
に
調
査
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
昔
の
測
量
技
術
と
土
地

皆
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
土

地
は
、
法
務
局
（
登
記
所
）
に

備
え
付
け
の
字
限
図
や
登
記
簿

に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
字
限
図
や
登
記
簿

は
、
明
治
の
地
租
改
正
当
時
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の

測
量
技
術
と
長
い
年
月
を
経
た

現
在
で
は
、
現
況
の
移
り
変
わ

り
に
よ
っ
て
土
地
の
境
界
が
不

明
確
で
あ
っ
た
り
、
測
量
が
不

正
確
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

○
地
籍
調
査
と
は

地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法

と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
ま
す
。
一
筆
ず
つ
の
土
地

（
土
地
登
記
で
は
土
地
の
最
小

単
位
を
一
筆
と
い
う
）
に
つ
い

て
、
土
地
所
有
者
間
に
お
け
る

お
互
い
の
境
界
確
認
を
基
礎

に
、
近
代
的
な
測
量
に
よ
っ

て
、
新
し
く
地
図
（
地
籍
図
）

と
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
、

土
地
の
正
し
い
形
、
地
番
、
地

目
お
よ
び
地
積
（
面
積
）
を
明

ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

地
籍
調
査
で
は
、
土
地
所
有

者
が
お
互
い
に
確
認
し
た
土
地

の
境
界
を
、
進
ん
だ
測
量
技
術

で
測
量
し
、
正
し
い
地
図
（
地

籍
図
）
と
台
帳
（
地
籍
簿
）
を

作
り
、
そ
の
成
果
を
法
務
局
に

送
り
、
法
務
局
の
登
記
簿
と
地

図
を
正
し
い
も
の
に
修
正
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
作
業
に
よ
り
、
皆

さ
ん
の
土
地
（
位
置
・
形
・
地

番
・
地
目
・
面
積
・
境
界
）
が

明
確
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
財
産
で
あ
る
土
地
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
所

有
者
が
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
大
変
多

く
の
時
間
と
費
用
や
労
力
を
要

し
、
個
人
で
は
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
。

地
籍
調
査
で
正

確
な
地
図
と
台
帳

が
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

○
地
籍
調
査
の

工
程地

籍
調
査
は
１

地
区
概
ね
３
カ
年

で
完
了
す
る
計
画

で
進
め
て
い
ま

す
。

▼
１
年
目

地
元

説
明
会
・
境
界
立

会
・
現
地
測
量

▼
２
年
目

地
籍

図
作
成
・
地
籍
簿

作
成
・
閲
覧

▼
３
年
目

地
籍
図
、
地
籍

簿
を
登
記
所
へ
提
出

○
地
籍
調
査
の
効
果

◎
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確
に

な
り
、
境
界
紛
争
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
の
防
止
や
財
産
の
保
護
に

つ
な
が
る

◎
土
砂
崩
れ
・
水
害
な
ど
の
災

害
復
旧
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

◎
土
地
に
関
す
る
適
正
な
課
税

に
役
立
つ

◎
公
共
事
業
が
計
画
的
に
進
む

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備

課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
４
）

へ
。

平
成
21
年
上
半
期
の
火
災
件

数
は
３
件
で
、
前
年
（
５
件
）

よ
り
２
件
の
減
少
で
し
た
。

火
災
件
数
を
種
別
ご
と
に
み

る
と
、
建
物
火
災
１
件
（
前
年

３
件
）
、
林
野
火
災
１
件
（
前

年
１
件
）
、
そ
の
他
火
災
１
件

（
前
年
１
件
）
と
な
っ
て
お
り
、

車
両
火
災
は
０
件
（
前
年
０

件
）
で
し
た
。
な
お
、
火
災
に

よ
る
死
者
お
よ
び
負
傷
者
は
出

て
お
ら
ず
、
損
害
額
は
25
万
３

千
円
（
前
年
１
４
０
３
万
１
千

円
）
で
し
た
。

救
助
出
動
件
数
は
５
件
で
前

年
（
７
件
）
よ
り
２
件
減
少
し

ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
出
動
件
数
は
５

１
１
件
で
、
（
前
年
５
８
３

件
）
、
搬
送
人
員
４
８
２
人

（
前
年
５
６
３
人
）
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
出
動
件
数
は
72

件
、
搬
送
人
員
は
81
人
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

事
故
種
別
で
は
、
急
病
２
６

７
件
（
前
年
３
５
２
件
）
で
85

件
の
減
少
、
一
般
負
傷
１
３
４

件
（
前
年
１
１
１
件
）
で
23
件

の
増
加
、
交
通
事
故
41
件
（
前

年
55
件
）
で
14
件
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

年
齢
区
分
別
に
み
る
と
、
新

生
児
０
人
、
乳
幼
児
48
人
、
少

年
18
人
、
成
人
１
６
３
人
、
高

齢
者
２
５
３
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部

（
�
７
６
６
・
０
１
１
９
）
へ
。

地
籍
調
査
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
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▲南田原地区での地籍調査の様子

食中毒には細菌やウイル
スが原因のもの、ふぐ・キ
ノコなど自然毒のもの、食
品に化学物質が混入して起
こるものなどがあります。
夏場は細菌によるものが多
く、食品や食材によっては
細菌が付着しやすく注意が
必要で、その代表例は、①
卵・肉・魚にはサルモネラ
②鶏肉・牛の生レバー・井
戸水はカンピロバクター③
刺身・寿司は腸炎ビブリオ

④おにぎり・巻き寿司・弁
当は黄色ブドウ球菌⑤煮物
はウェルシュ菌⑥二枚貝は
ノロウイルス等です。特に
①～④の細菌と病原性大腸
菌は夏の食中毒と深く関係
しており、常に医師が注意
している菌になります。し
かし、食中毒は簡単な予防
方法をきちんと守れば予防
できます。ここではＷＨＯ
の「食品をより安全にする
ための５つの鍵」を紹介し
ます。１.「清潔に保つ」正
しい手洗い、調理器具の洗
浄で細菌を食品につけない。
２.「生の食品と加熱済み食
品とを分ける」異なる食材
を分けて取り扱う。３.「よ
く加熱する」加熱が必要な
食品はよく加熱する。４.
「安全な温度に保つ」調理済
み食品を室温に２時間以上
放置しない。５.「安全な水
と原材料を使用する」生で
食べる食材をよく洗う。賞
味期限が過ぎたものは食べ
ない。これが食中毒を予防
するポイントです。

坂田診療所

坂田哲啓
あきひろ

院長

この時期こそ「つけ
ない」「増やさない」
「やっつける」で食
中毒を予防しよう




